
山形大学入試問題・前期 2024.5.15(水)

１ ２０２１年度 数学

（１／１）

【第１問】

３個のさいころＡ，Ｂ，Ｃを同時に投げる。それぞれのさいころの出る目をａ，ｂ，ｃ

で表す。このとき，次の問に答えよ。

(1) aｂ＝ｃとなる確率を求めよ。

(2) a，ｂ，ｃのうち，少なくとも１つが偶数となる確率を求めよ。

★(3) a＋ｂ＋ｃ＞５となる確率を求めよ。

(4) (a－ｂ)(ｂ－ｃ)(ｃ－a)＜０となる確率を求めよ。

(5) aｂ－ｂｃが負の奇数となる確率を求めよ。

(6) aｂ－ｂｃが正の偶数となる確率を求めよ。

【入試情報】山形大学の入試問題(２０２１年度・数学)は，第１問から第６問まであり，

学部に応じて，次のように解答することが求められております。

人文社会科学部 第１，２，３問 ( ９０分)

理学部 第１，３，４，５問 (１２０分)

医学部 第１，３，５，６問 (１２０分)

農学部 第１，２，３，４問 (１２０分)

★

■第１問の出題項目：確率（数学Ａ）

出題内容：３個のさいころを投げるときの確率

■今回は，第１問のうち(3)のみの解答です。（(1)(2)(4)(5)(6)は別ファイルになります。）

■２０２１年度・第１問(3)を解くための基礎教材（数専ゼミオリジナル《学習書》）

(3) 数学Ａ 確率とその基本性質 №７(２／７) Ï余事象の確率

これらの教材を学習してから入試問題（第１問(3)）を解いてみてください。

すらすらと解けることにびっくりします。

＊数専ゼミの高校数学教材は，山形大学医学部の入試問題にフォーカスをあてて作成してあ

ります。だから，この教材を学び切ることで，医学部の入試問題を解く力が自然に身につ

きます。

【考え方】(3) 問題文中に「少なくとも…」という条件があった場合は，余事象の確率を考える

のですが，この問題のように，a＋ｂ＋ｃ＞５となる場合の数を数え上げるのが

困難な場合も余事象の確率を使います。

「a＋ｂ＋ｃ＞５となる」という事象は，

「a＋ｂ＋ｃ≦５となる」という事象Ｂの余事象Ｂである

のように余事象を定義できることが基礎力となります。

最初に事象Ｂの確率を求め，その後で，「余事象の確率を求める公式」を使って

余事象の確率を求めます。

（次のページへつづく）Æ
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□□【山形大学入試問題・前期 ２０２１年度・第１問 (3)】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［答 案］

★(3) a＋ｂ＋ｃ＞５となる確率を求めよ。

１ （全事象）

目の出方は全部で６３通りある。

２ （定義）

「a＋ｂ＋ｃ＞５となる」という事象は，

「a＋ｂ＋ｃ≦５となる」という事象Ｂの余事象Ｂである。

３ （事象Ｂの確率を求める）

事象Ｂ「a＋ｂ＋ｃ≦５となる」の起こる確率は，

足して５以下となる３つの自然数の組は，
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４ （事象Ｂの確率を求める）

したがって，a＋ｂ＋ｃ＞５となる確率Ｐ(Ｂ)は，
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